	第５回　法人研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　報告者：上平　ユリ子・橋本　恵・赤坂　尚子

	講義内容：「医療倫理と人権擁護について」

講　師：青森大学　社会学部　社会福祉学科　教授　船木　昭夫様

	日　時：平成20年　2月　8日（金）　　17:30～18:40

	場　所：メンタルケア病棟　4Ｆ　千葉記念講堂

	1． 研修項目

①医療の特殊性

②精神医療福祉の人権課題

③医療福祉における人権課題

｛主な内容｝

　　　医療の特殊性ということで、基本的構成要素、法的責任と職業倫理と題し、治療者や患者の立場からを講義し、チーム医療の大切さ、守秘義務、個人情報の保護の重要性を説明。精神医療福祉の人権課題ではわが国の精神医療福祉の歴史、外国ではメディカル・モデルからリーガル・モデルへの転換、国連原則とインフォームド・コンセントの重要性を説明。医療福祉における人権課題では、治療環境の提供に関しては、物理的側面・人為的側面が重要であるという内容だった。　　

※資料添付（パワーポイント）

２．アンケート集計

参加者　　　　　　　１２８名

職員参加率　　　　　　６８％　　※業務、病欠者は除く

アンケート回収率　　１００％　

アンケート結果　

　分かりやすかった　　　　　４９名

楽しかった　　　　　　　　　５名　

難しかった　　　　　　　　７３名

つまらなかった　　　　　　　０名

分かりやすく楽しかった　　　４名

無回答　　　　　　　　　　　０名　　　

３．アンケート内容
①役立つと感じた事（主な内容）

· 障がい者、患者様が当たり前の生活を求めている事に気づく事が重要である。

· 人との付き合い、接し方を大事にし、自分を磨いていく事。

· 医療倫理について、自分自身の考えを持ち仕事に当る事。

· 当たり前の重要性、普段の生活、生きていく中で何が当たり前かを知ること。

· 過去の法律・事件に基づき医療倫理があること。

· 第三者委員についての検討。

· 事故発生のメカニズム。①施設の構造　②職員配置　③時間帯　④身体状況　⑤天候

· リスクマネージメントが患者様の人権を守ることにつながる。

· 職種ごとに法律が変わることが分った。

· 当たり前の生活、社会的常識と言う事を常に考えていくのが私たちの仕事であると

考えた。

・　自己決定の尊主が大切。

②質問事項

· 職員も治療共同体の一部としてありたいと思うが、そう意識して仕事していけるように

なるためにはどのような取り組みが必要かアドバイスを頂きたい。

③今後のテーマ希望

· 地域・福祉のコミュニティー活動について

· SSTについて

④感想

· 先生の函館刑務所での体験談がよかった。

· 難しく理解出来なかった。

· 寒かった。環境調整の必要性。

· 当事者の方の人権を常に考えて業務する大切さを改めて感じた。

· 今後のケアに役立てる。

· 当たり前の生活を大事にしたい。

· 守秘義務の罰金制度が予想していたより固いものだった。

· 医療倫理と人権擁護は、テーマが難しいため別々の研修にしてほしい。

· 人との付き合いを極めたい。

· 実践から感じた倫理・価値などについて、語って欲しかった。

4、考察

医療倫理が幅広く、講演時間内では困難ということもあり、概観の説明でしたが、それでも中身のある内容で専門性が強く問われていました。その中、講師の体験談などがあり、実例を挙げての説明もありました。例では詰所でスタッフ同士がヒソヒソ話をしていて、それを見ていた患者様が自分のことを悪く言っているんじゃないか！と不快になり、苦情をした。それは患者様がスタッフに興味・注目されていて、敏感である事を常に認識しなければならないという事であり、興味、注目するのは、サービスされる側だからである。という事でした。また、リスクマネージメントでは事故防止の取り組みは、マニュアル作成・スタッフ教育・研修等、多岐にわたり、患者様からすれば人権被害を防止になるという事。

アンケート結果でも、内容に関して「難しい」という、声が多数ありましたが、その他にも、医療倫理からみたリスクマネージメントが今後の業務や患者様・利用者様に対する意識変化になったというような声も多く聞かれていました。

問題と今後の課題

①講義中に映像が途切れてしまい、講演が中断するなどの支障が発生、現段階では、パソコンの待ち時間（不使用）が過ぎ、電源の消費を抑えるモニタ電源がOFFになったと考えられる為、確認後、再度、ノートパソコンの設定を行う。

②１時間前（16時）にメモリアルホールの暖房を入れていたが、暖かくならず、講演後に暖房が点き始めた。温度設定の確認とともに再度、暖房・冷房の使用方法を確認する。

③講演中に、携帯電話が鳴っていた為、開始前の注意事項の呼びかけの徹底していく。
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